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力 NGOが支出していると聞いた。セーフガーディングの国際基準には、実施パートナーのセーフガ

ーディング体制整備の責任も含まれている。日本の国際協力は、歴史的に技術協力・人材育成が強

みであることを思い起こし、日本の国際協力の現地パートナー組織へのセーフガーディングの普及

も支援活動の枠組みに含められることを期待したい。 

 

４．団体としての今後の取組方針 

チャイルド・ファンド・ジャパンでは、本研修期間の終盤 2日をネパール事務所への研修成果の共有に

あて、3カ年計画の初年度に、なんとか、日本、フィリピン、ネパールの３つの事務所においてセーフ

ガーディングの導入研修を行い、足並みを合わせることができたと感じている。 

 

年度末までに、方針に沿って特定された優先取り組み施策案をセーフガーディング委員会で検討し、来

年度計画に反映することを後押ししたい。 

 

今年度の初回の研修で、私たちは子どもの安全を守り続けるセーフガーディングの旅路に必要な羅針盤

を得たが、今回 2回目の研修では地図が得られた。羅針盤と地図を手に、チャイルド・ファンド・ジャ

パンの活動に関わるすべての関係者が、子どもたちが安心して参加できる質の高い開発事業を実施して

いくことができるよう引き続き組織運営に取り組みたい。 

 

 

５．その他 

５－１ 本プログラムや事務局側に対する提案・要望等 

セーフガーディング取り組み初年度に 2度の研修機会をいただき感謝している。 

 

５－２ 写真類 

 

 
研修参加者集合写真              研修風景 

 

 

 

 

以上 


